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学校改善支援プラン

～「Ｈ２６全国学力・学習状況調査の結果分析」と「学力向上の方策」～

●学力向上に関する資料
美の国あきたネット（http://www.pref.akita.lg.jp/）＞子育て・教育＞学校教育＞小・中学校

Ⅰ「５つのエッセンス」の検証
児童生徒質問紙・学校質問紙の結果から

Ⅱ校内研修体制の充実とその課題
校内研修体制と言語活動の充実の現状及びその課題

Ⅲ今後注視したい本県の課題
家庭学習とゲーム・携帯電話等の関連

Ⅳ各教科の成果と課題
TOPICS（福井県との比較）

Ⅴ秋田の探究型授業の一層の推進
国語、算数・数学の授業改善のポイント

Ⅵ特色ある校内研修の取組例
教師の指導力・授業力を高める共通実践例

Ⅶ検証改善委員による提言
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一人一人の学力を伸ばすあきたの学校
～ ５つのエッセンス ～

１　学校体制でＰＤＣＡサイクルの確立
　毎年、効果のある取組を進めている学校では、教科や学年・校種を超えた、教員の共同研究が推進されています。質問紙
では、「全国調査等の問題及び結果等を全校体制で活用する」「教育目標やその達成に向けた方策について共通理解し、取
り組んでいる」などが全国の結果を大きく上回っており、本県が提唱する全国学力・学習状況調査、県学習状況調査、高校
入試を一体と捉えた検証改善システムの充実が進んでいます。

２　子どもたちが安心して学習できる環境づくり
　児童生徒質問紙では「先生は自分のよいところを認めてくれている」「自分にはよいところがある」「難しいことでも、
失敗を恐れないで挑戦する」などが全国の結果を大きく上回っています。これは子どもたちが前向きで真摯な姿勢であるこ
とはもちろんですが、児童生徒のよさや可能性を積極的に評価して、自己有用感をもたせようと工夫を凝らしている本県の
教師・学校のきめ細かく温かい学習環境づくりが生み出した結果です。

３　子どもたちの思考を促し深める授業づくり
　本県では、子どもたちが自ら考えることを大切にする授業が多く行われています。また、学習課題についてグループで話
し合わせたり、学級全体で意見交換させたりする探究型授業が盛んです。昨年度に引き続き、質問紙では「授業のはじめに
目標（めあて・ねらい）が示されている」「授業の最後に学習内容を振り返る活動をよく行っている」などが高い数値を示
しています。今後は、思考を広げ、深める話合い活動の充実が必要であることが、今年度の調査結果から明らかになってい
ます。

４　自発的学習を生み出すきめ細かな指導
　子どもたちに確実に学力を身に付けさせるためには、教師待ちでない自発的な学習を促す指導の工夫が大切です。児童生
徒質問紙でも、「自分で計画を立てて学習する」「家で苦手な教科の勉強をする」などが全国の結果を大きく上回っていま
す。今後更なる学力向上を期して、家庭学習充実のための指導、補充学習の取組、自ら「問い」をもつことができる子ども
の育成等の充実に向け、学校体制として継続的に取り組むことが求められています。

５　豊かな教育力を生む学校・家庭・地域の強い連携
　家庭と地域が、強く学校を支持してくれていることが、本県教育の強みです。子どもたちの授業に臨む姿勢、
家庭学習の充実なども、それと関わりがあります。本県では、学校から家庭や地域への働き掛けや呼び掛けも
丁寧にされています。それが、学校・家庭・地域の豊かな連携を生み出します。

本県の小・中学校のよさを生かし、更に充実発展させるために
　検証改善委員会では、全国学力・学習状況調査のデータを基に、「安定した成果を示している学校」、「課
題の改善状況が顕著である学校」がもつ特長から、学力向上を支える関連因子を見付け、それらを「一人一人
の学力を伸ばすあきたの学校～５つのエッセンス～」としてまとめてきました。本誌では、このエッセンスに
関する質問紙の結果を再分析し、改めてエッセンスの有効性を確認することができました。各学校において、
この「５つのエッセンス」を、児童生徒の一層の学力向上に活用していただければ幸いです。


